
2. M-1 10月12日 「包装タイムス」にESOPが掲載 『企業連携で生産体制構築』

3. M-2 10月1３日 「化学工業日報」にESOPが掲載 『医薬錠剤包装に新形態』

4. A-1 10月14日 「PHARMACY NEWSBREAK」 に日本安全服用協会が掲載

5. M-3 10月15日 「脳外科学会」にてESOPでの臨床試験を発表

6. M-4 10月13～16日 「JAPAN PACK 2015」でセミナー、展示

7. G-2 10月に Pmda の安全性情報にPTP包装シート誤飲が掲載

8. G-3 10月29日 朝日新聞 『子の薬誤飲包装で防げ』

9. M-5 11月16日 「包装タイムス」に掲載 『JP展での展示､講演に反響』

10. M-6 11月18日 「産経新聞」にESOPが掲載 『1錠ごとに情報記載』

11. M-7 11月25日 「日経新聞」に掲載 『薬の処方簡単に』

12.13. G-4,5    12月18日消費者庁「厚生労働省にCR包装導入を提言」

14. G-6 12月22日塩崎厚労相記者会見「包装容器面を含めた誤飲事故防止策を検討」

15. M-8 1月15日高齢社会の福祉専門紙 「シルバー新報」 にESOPが掲載 『安全服薬協会設立』

ESOP関連 最新情報

16. M-9 1月18日 ヘルスケア総合情報週刊誌「ドラッグトピックス」にESOPが掲載 『設立記念シンポ開催』

1. G-1 9月16日消費者庁「高齢者誤飲に注意喚起」



PTP包装シート(53件)

「誤飲した場合の危険性」
53件のうち5件は入院を要した事例！
誤飲したことに気付きにくく、X線を
透過してしまうため、発見が遅れ重症
化するおそれあり。

消費者庁「注意喚起」（2015年9月16日）
高齢者の誤飲 PTP包装シートの誤飲が最多（165件中53件）

1.
G-1



10月12日 「包装タイムス」にESOPが掲載

モリモト医薬
「企業連携で生産
体制構築」
誤飲事故防止の錠
剤包装普及へ

2.
M-1



10月1３日 「化学工業日報」にESOPが掲載

モリモト医薬

「医薬錠剤包装に新形態」

誤飲・調剤過誤・残薬を解決

自動封入装置開発し普及めざす

3.
M-2



10月14日 「PHARMACY NEWSBREAK」 に日本安全服用協会が掲載

日本安全服用協会

誤飲･誤薬防止の
「インストラク
ター」も導入へ

「アドバイザー」の
上級資格、実技も習
得

薬局・薬剤師のためのニュースメディア：じほう社発行

4.
A-1



10月15日 「脳外科学会」にESOPが臨床試験

◆新しい錠剤包装ESOPack
（Easy Seal Open Package）
の使用経験

演者：三原千恵先生
（山田記念病院脳神経外科）

老健施設の利用者59名を対象に、PTP
包装（大小）とESOPからの取り出し性
比較を実施。ESOPは開封方法に不慣れ
で時間がかかったが、認知症や片麻痺
のある対象者でもESOPの取出し時間は
PTP (大）とほぼ同じであった。ESOP
は、高齢者や障害を有する患者にとっ
て、安全かつ簡便な包装形態として期
待される。

5.
M-3



10月13～16日 「JAPAN PACK 2015」でセミナー、展示

東陽機械製作所さまブースにてセミナーと展示、商談会を実施

6.
M-4



10月にPmdaの安全性情報にPTP包装シート誤飲が掲載

2：医療事故の再発･類似事例
に係る注意喚起について

2. 主な再発事例について
(1)PTP包装シートの誤飲に

ついて
○発生した事例
○発生した施設における
再発防止策

○関係する通知や注意喚起
再発防止のための対策

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構

厚生労働省において収集され
た情報を基に、医薬品･医療機
器のより安全な使用に役立て
るために、医療関係者に対し情
報提供される。

7.
G-2



10月29日朝日新聞 「子の薬誤飲 包装で防げ」

子どもの薬誤飲を防ぐため、消費
者庁は「薬包装を開封しにくくす
る」対策案を年内に公表へ。

厚労省安全使用推進室は、「高齢
者や手先が上手く使えない人が薬
を飲めなくなっては意味が無い。
事故調のデータを受けた上で、慎
重に検討したい」としている。

8.
G-3



11月16日 包装タイムス1面 「JP展での展示､講演に反響」

《 JP展での展示､講演に反響 》
「次世代錠剤包装の量産化に弾み」
モリモト医薬は、自社開発のPTPに代
わる次世代錠剤“軟らか”包装
「ESOP」を先のJAPAN PACKに出
展し関心を集めたほか、同会場内で開
催されたセミナーで盛本修司社長が講
演し大きな反響を呼ぶなど、量産体制
確立に向け大きく1歩進める形となっ
た。

9.
M-5



11月18日 産経新聞 「薬飲み残しなくそう」

《 年間500億円分 医療費無駄に 》

「 1錠ごとに情報記載 」

製薬業界でも取り組みが始まってい
る。モリモト医薬では、残薬を活用
しやすいよう1錠ごとに薬の種類や
消費期限などの情報を記載でき、保
存性も高めた新しい包装「ESOP」
を開発し、平成29年の生産開始を
目指している。

10.
M-6



11月25日 日経新聞 「薬の処方簡単に」

「モリモト医薬､機器開発 」

ESOPで包装した錠剤などロール状
に巻いて薬剤箱に入れる。これを独
自開発した機械にセットし、包装材
を自動裁断する。必要な数と種類の
ボタンを押せば自動的に処方できる。
薬剤師の手作業を省けるうえ、調剤
のミスもなくすことができる。

11.
M-7



産経ニュースWEB
関連ニュースで「ESOP」

毎日新聞
「モリモト
医薬」

コスト増
企業二の足

コスト 減

消費者庁「厚労省に提言」各報道（2015年12月18日）
12.
G-4

医薬品包装「子供が開けにくい構造を」 高齢者対策に課題も



子供による医薬品誤飲事故（消費者安全調査委員会）

消費者庁「厚労省に提言」調査報告書（2015年12月18日）

厚生労働大臣への意見

（１）チャイルドレジスタンス包装
容器の導入

①子供は開封しにくく、中高年には
使用困難ではない包装容器の実現
可能性を示した本調査結果も踏ま
え、チャイルドレジスタンス包装
容器の標準化を始めとする導入策
を検討すること。

13.
G-5



塩崎厚労相「閣議後記者会見」（2015年12月22日）

http://www.mhlw.go.jp/stf/kaiken/daijin/0000107990.html
厚生労働省ホームページより

消費者庁事故調の提言に対して

「包装容器面を含めた誤飲事故防止対策を検討」

これまでの注意喚起のみ
の対応から大きく前進！

14.
G-6



1月15日 シルバー日報 「安全服用協会が設立」

「ESOP」が紹介
さらに、シンポジウムでは子供や高齢

者が錠剤を包装ごと飲み込んでしまい、
食道などを傷付ける誤飲事故を防ぐ工夫
された包材もすでに開発されている現状
が紹介された。
モリモト医薬の「ESOP」は、錠剤を包

むフィルム。指先に力を入れずに錠剤を
枝豆のように押し出すことができるため、
高齢者でも取り出しやすい。また、万一
包装ごと飲みこんでしまっても体内で刺
さったりせず、溶解せずに対外に排出さ
れるという。

15.
M-8



1月18日 ドラッグトピックス 「設立記念シンポ開催」

「ESOP」も詳しく紹介
この包装形態には、大きく4つの特徴が備わっ

ている。
①取出し性＝枝豆のように開いて押し出す2アク
ションで開封。片手でも、口でくわえても出せる
ため、手先が不自由でも簡単に服用できる。
②視認性／識別性＝1錠ごとに使用期限が表示さ
れ、残薬確認が容易。持参薬のチェックもバー
コードで行うので間違えない。
③携帯性＝広げた状態だと情報スペースが大きく
て見やすく、携帯時には小さく折りたためる。
④防湿性／バリア性＝軟質フィルムで破れにくく、
気密性・安定性が高いので水分・酸素透過による
成分劣化を防止。アルミピローから出すと吸湿す
る可能性のあるPTPに対し、ハイバリアフィルム
のESOPは、ピローなしで3年の使用期限を実現し
ている。 (一部抜粋）

16.
M-9


